
グローバル化する国際関係の構造変動を読み解く

冷戦の終焉以降、グローバリゼーションが急速に進み、国際関係の
基本構造が大きく揺らいでいます。理論的な観点から、また事例研究
の観点から、こうした変動を考察しています。関心のある個別の論点

は以下のようなものです。

●新たな暴力の形態（非正規戦、テロリズム、介入など）
●主権国家・領域国家の変容

●外交による国際関係の管理の変化
●人道的介入と普遍的規範の形成

●地球的政治体の形成
●現代世界における日本の位置

●世界の中央部と中心部の関係の変化
●地球市民社会の構成条件（NGO、多様なアイデンティティ、

重層的な民主主義など）
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